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で表す．このとき，重み行列Wji 2 R(n+1)(n+1) を用いて，求






(j)) (i = 1; 2;    ; N):
ここで重み行列 fW = (Wji) は，上式が U(x) の指数関数補
間に対して真に等しくなっているように選ばれている．F =
( eP (@x)U(x(i)))，U = U(x(j))と置くと，任意多点差分法によ
り近似解を求める連立一次方程式は，次の通りである．










a(u;v) + b(v; p) = (f ;v);















数値例として，長方形領域 (0; 1)  (0; 1) におけるキャビ
ティ流れ [4] に対する結果を示す．有限要素法による計算は，
FreeFem ++[5]を用いた．
　図 1 は要素分割 100100 の有限要素法，図 2 は求積点数





図 1 キャビティ流れの流線 (有限要素法)
図 2 キャビティ流れの流線 (任意多点差分法)
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